
















発生源 廃棄物 処理・処分廃棄物処理の流れ

濃縮廃油

汚泥Ｅ
排水処理
工程

工場内
各所 ガラス

廃油Ｄ
濃縮処理
工程

廃油Ａ

工作機械
製造工程

廃プラＣ

濃縮装置

脱水機

委託処理部分の範囲

乾燥汚泥

ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ燃料
・ｾﾒﾝﾄ原料化

焼却施設 残渣 ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品化

焼却施設 燃え殻 ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品化

油水分離施設 ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ燃料・ｾﾒﾝﾄ原料化残渣

別紙① 廃棄物処理フロー図（１）

644.0 ﾄﾝ/年 18.4 ﾄﾝ/年

17.7 ﾄﾝ/年

53.6 ﾄﾝ/年

255.2 ﾄﾝ/年 35.8 ﾄﾝ/年

乾燥機

工場内
各所

0.3 ﾄﾝ/年

発生量（ﾄﾝ/年）は令和5年度実績

ｾﾒﾝﾄ原料化混練施設

644.0 ﾄﾝ/年

油泥

0.0 ﾄﾝ/年



発生源 廃棄物 処理・処分廃棄物処理の流れ

委託処理部分の範囲

工場内
各所

木くず

工場内
各所

廃ﾌﾟﾗ

別紙① 廃棄物処理フロー図（２）

焼却施設 燃料化

押出成形 RPF（固形燃料）

研磨工程
金属くず

（研磨かす）
減容固化

発生量（ﾄﾝ/年）は令和5年度実績

製鋼原料

といしくず

蛍光灯 破砕 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ原料・水銀回収

破砕 といし原料

工場内
各所

乾電池 焙焼 金属・非鉄金属原料

工作機械
塗装工程 廃プラ

(塗料かすB）
減容固化 製鋼用還元剤

工場内
各所

廃ﾌﾟﾗ
(通い箱)

5.8 ﾄﾝ/年

28.5 ﾄﾝ/年

3.6 ﾄﾝ/年

0.9 ﾄﾝ/年

0.3 ﾄﾝ/年

0.3 ﾄﾝ/年

10.2 ﾄﾝ/年

0.0 ﾄﾝ/年 破砕 製鋼用還元剤
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刈谷工場環境保全委員会推進組織

製造部
（

第
1
生
産
課
）

（

第
2
生
産
課
）

（

第
3
生
産
課
）

（

機
械
課
）

部会長 事務局

工務部　課長

製造部　課長

製造技術部　部長

製造部　部長

工務部　部長 工務部　課長

内部環境監査員チーム

カーボンニュートラル戦略グループ（環境専門部会）
（1）生産環境改善部会
（2）物流部会
（3）環境対応製品対策部会
（4）生技革新CO2削減部会
（5）環境リスク社会貢献部会
（6）ニュートラル技術部会
（7）エネルギーインフラ革新部会
（8）バリューチェーン部会

環境管理責任者

グローバルジェイテクトグループ

≪国内≫
ジェイテクトグループ環境連絡会

海外ジェイテクトグループ環境連絡会

副委員長

事務局

副委員長
成形プロセス研究部 部長

知的財産部 PM

副委員長
工務部 部長

製造技術部 係長

副委員長
中日本支社 部長

中日本支社 室長

副委員長
工作機械技術部 部長

工作機械技術部 PM

オブザーバー

副委員長
製造部 部長

製造部 課長

※印 ： 環境対応製品部会 参画部門

副委員長
総務部 部長

総務部 室長



産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

汚泥
(排水処理汚泥,
汚泥等)

廃ﾌﾟﾗ
（塩ビ,塗料ｶｽ）

廃油
（濃縮廃液等）

ｶﾞﾗｽ･
陶磁器くず

金属くず
（研磨かす等）

木くず 廃酸 廃アルカリ

814.90t 69.53t 272.92t 1.46t 4.06t 28.47t 40.10t 23.36t

汚泥
(排水処理汚泥,
汚泥等)

廃ﾌﾟﾗ
（塩ビ,塗料ｶｽ）

廃油
（濃縮廃液等）

ｶﾞﾗｽ･
陶磁器くず

金属くず
（研磨かす等）

木くず 廃酸 廃アルカリ

782.30t 66.75t 262.00t 1.40t 3.90t 27.33t 38.50t 22.43t

別紙③

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類

排出量

（今後実施する予定の取組）
・廃棄物削減の改善事例を募集し、部門間に水平展開する。
・木くずは、パレット等の再使用化・業者返却を推進し、廃棄物の発生を抑制する。
・水溶性油剤の腐食劣化を抑え、廃棄物の発生を抑制する。

①現状

【前年度（令和5年度）実績】

産業廃棄物の種類

排出量

（これまでに実施した取組）
・排水処理汚泥は水使用量の削減により発生を抑制する。
・廃油は切削油使用量の削減、再生・再使用により発生を抑制する。
・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類は梱包材の有価物化や再利用により発生を抑制する。
・木くずはﾊﾟﾚｯﾄ等の再使用化を推進し、廃棄物の発生を抑制する。



産業廃棄物の処理の委託に関する事項

汚泥
(排水処理汚泥,
汚泥等)

廃ﾌﾟﾗ
（塩ビ,塗料ｶｽ）

廃油
（濃縮廃液等）

ｶﾞﾗｽ,
陶磁器くず

金属くず
（研磨かす等）

木くず 廃酸 廃アルカリ

188.28ｔ 69.53ｔ 53.54ｔ 1.46ｔ 4.06ｔ 28.47ｔ 40.10ｔ 23.36ｔ

優良認定処理業者への
処理委託量

102.05ｔ 69.53ｔ 53.54ｔ 0.27ｔ 3.80ｔ 28.47ｔ 40.10ｔ 23.36ｔ

再生利用業者への
処理委託量

188.28ｔ 69.53ｔ 53.54ｔ 1.46ｔ 4.06ｔ 28.47ｔ 40.10ｔ 23.36ｔ

認定熱回収業者への
処理委託量

0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量
0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

汚泥
(排水処理汚泥,
汚泥等)

廃ﾌﾟﾗ
（塩ビ,塗料ｶｽ）

廃油
（濃縮廃液,
廃ｼﾝﾅｰ等）

ｶﾞﾗｽ,
陶磁器くず

金属くず
（研磨かす等）

木くず 廃酸 廃アルカリ

180.75ｔ 66.75ｔ 51.40ｔ 1.40ｔ 3.90ｔ 27.33ｔ 38.50ｔ 22.43ｔ

優良認定処理業者への
処理委託量

97.97ｔ 66.75ｔ 51.40ｔ 0.26ｔ 3.65ｔ 27.33ｔ 38.50ｔ 22.43ｔ

再生利用業者への
処理委託量

180.75ｔ 66.75ｔ 51.40ｔ 1.40ｔ 3.90ｔ 27.33ｔ 38.50ｔ 22.43ｔ

認定熱回収業者への
処理委託量

0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量
0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

別紙④

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類

全処理委託量

（今後実施する予定の取組）
・優良認定処理を選定する。
・委託先処理業者には定期的に実地確認を実施する。

①現状

【前年度（令和5年度）実績】

産業廃棄物の種類

全処理委託量

（これまでに実施した取組）
・可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終処分量「0」の維持継続を図る。


